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扉の先の世界へ 

 

 城や祭、山川草木など豊富な地域資源、恵まれた地勢と交通アクセス、まちを

舞台に活躍する元気な市民など、犬山は大きな可能性を秘めています。人口減

少や高齢化などを負のイメージで捉えるのではなく、社会が変化する時こそチ

ャンスと考え、夢や希望を持ってまちづくりに取り組んでいくことが重要です。 

 「産業が栄え 幸福が実感できる犬山へ」を目指し、第５次犬山市総合計画

の中間見直しの中では、「可能性の扉を開く」というコンセプトのもと、土地利

用のあり方についても、まちの素材を活かした方向性が示されました。今回の

都市計画マスタープランの見直しは、開かれた可能性の扉の先について、産業

振興や多様な暮らしの実現に向け、都市計画の観点からその道筋を指し示すも

のです。 

 吉田松陰の言葉に、「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき

者に実行なし、実行なき者に成功なし。故に夢なき者に成功なし」とあります。

扉が開かれ、その先の道筋も明確となり、あとは行動と結果につなげていくこ

とです。まちづくりは永遠の営みですが、今回の都市計画マスタープランの見

直しをはずみに、今後も検証を重ねながら、幸福を求めてみんなで力を合わせ

前進してまいります。 

 最後になりましたが、本マスタープランの見直しにあたり、ご尽力いただき

ました犬山市都市計画マスタープラン策定委員会委員の方々、ご意見をいただ

きました市民の皆様に心からお礼を申し上げます。 

 

平成２９年３月 

 

                         犬山市長 

山 田 拓 郎 
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